
  

 

 

 

 

 

 

文部科学省が今年５月に実施した、令和３年度全国学力・学習状況調査の結果について、全国を基準とした経年推移

等によって、本校の学力や学習の状況を保護者の皆様にお知らせします。結果によると、児童の生活習慣と学力には相関

関係があることから、引き続き、保護者の皆様にもご協力をお願いいたします。 

 

 

 

学力調査結果の中から、本校と全国の経年比較（対全国比）をお知らせします。 

  （※令和元年度より、Ａ・Ｂ問題が一体化されましたので、グラフを分けています。）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問紙調査結果の中から、主な項目について、本校と全国の経年比較をお知らせします。 
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令和３年度全国学力・学習状況調査の結果について  

 

＜学力調査結果の概要＞ 
 
○国語について 

 →「話すこと・聞くこと」の領域では全国を上回っている一方、「書くこと」「読むこと」の領域で全国を下

回る結果となりました。目的や意図に応じて書き表し方を工夫し、自分の考えを主張する文を書く力に課

題が見られました。 

○算数について 

 →「数と計算」「測定」「変化と関係」の領域で全国平均を上回りました。全体的に無解答率が低く、本

校で課題として取り組んできた記述式の問題においても、複数の問題で全国平均を上回ることができま

した。 

※本調査は、平成 19年度から実施されています。 

※平成 23年度・令和２年度は中止、平成 24年度は一部の学校を対象にした抽出調査のため、掲載していません。 

＜質問紙調査結果の概要＞ 
 
① 全国平均をわずかに下回りましたが、90％以上が肯定的な回答をしています。授業改善の成果が表れています。 

② 感染症の不安から話し合い活動に制限がある中、ICT を活用して意見交流の機会を持ちました。 

③ 「家庭学習の手引き」を配布し家庭と連携しながら家庭学習を行っていますが、課題の残る結果となりました。 

④ 基本的生活習慣に課題が見られました。④の他に「朝食を毎日食べている」の肯定的回答も全国を大きく下回りま

した。スマートフォンやゲーム、動画の普及により寝る時間が乱れが朝の生活にも影響が出ているように思われます。 

令和３年９月３０日 
枚方市立蹉跎西小学校 

※次ページ以降に、「各教科に関する調査」「質問紙調査」における詳細な結果について公表しております。 

結果から、算数の記述問題での正答率が上がったこと、さらに国語・算数ともに無解答率が大きく下がったことが今

年度の成果として挙げられます。これは、「主体的・対話的で深い学び」への授業改善から、自分の解き方や考え方を記

述・説明させる指導の効果が表れた結果と考えられます。一方で、児童を取り巻く社会の変化から生活習慣の乱れが見

られました。生活習慣は、児童の学習への意欲や集中力に影響があると言われています。ご家庭においても、ご支援よろ

しくお願いします。 

※調査結果について 

教科や出題範囲が限られていることから、 

全国学力・学習状況調査により測定できるのは、学力の特定の一部分です。 

※帯グラフは、左から「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」「どちらかといえば当て 

はまらない」「当てはまらない」を示しています。 

※折れ線グラフは、「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」の合計数値となっています。 

※無回答があるため、帯グラフの合計数値は 100 にならない場合もあります。 

本校 

全国 

【全体概要】 

学力調査の結果 

 

質問紙調査の結果 

 

まとめ 

 

②学校で、コンピュータなどの ICT 機器を、

友達との意見交換等にどの程度使用したか 

④毎日、同じくらいの時刻にねている ③自分で計画を立てて勉強している 

①算数の授業で、問題の解き方や考え方が

分かるようにノートなどに書いている 

家庭数 



  

 

 

＜国語＞ 

成果や課題があった設問 

【成果】                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【課題】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜算数＞ 

成果や課題があった設問 

【成果】                      

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【課題】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 正答率 無解答率 

本校 89.5 0.0 

全国 77.5 0.3 

 正答率 無解答率 

本校 45.3 11.6 

全国 56.6 9.6 

 正答率 無解答率 

本校 64.0 1.2 

全国 62.5 1.7 

 正答率 無解答率 

本校 66.3 1.2 

全国 73.9 1.3 

 

（考察） 

 目的や意図に応じて、理由を明確にしな

がら、自分の考えを伝える文章を書く問題で

す。 

 ここでは、読み手が考えを理解しやすいよう

に、文章全体の構成や展開を考えたり、書き

表し方を工夫したりする力が求められていま

す。近年課題として取り組んでいる「児童に

記述をさせたり発表させたりするときには、

単に表現するだけでなく、伝える相手の意図

や目的を考えさせる」ことの重要性が示唆さ

れました。 

教科に関する調査 

（考察） 

 話の内容が明確になるようにスピーチの

構成を考える問題です 

 自分の考えや伝えたいことを話すスピーチ

では、目的に応じて事実と感想、意見とを区

別して話の構成を考えることが求められま

す。これまで、文章の構成に着目して文を読

み解く学習、資料を活用するなどして自分

の考えを伝える活動に取り組んできた成果

が表れたと思われます。 

 引き続き、調べ活動や表現活動を大切に

し、国語科で身につけたことを他教科でも

活用できるように指導していきます。 

（考察） 

 集団の特徴を捉えるために、どのようなデ

ータを集めるべきかを判断する問題です。

身の回りの事象について、その事象の傾向

を漠然と捉えるだけでなく、データに基づい

て判断、考察していくことの重要性が示され

ています。 

 この設問では特に、条件にあわせて複数

のデータを選択する力が求められています。 

情報を取捨選択して、その情報を基に問題

を解決していく力が身につくよう、引き続き

指導していきます。 

（考察） 

示された場面を解釈し、問題解決のた

めに必要な数値を選び、求め方と答えを式

や言葉を用いて記述する問題です。 

近年課題としている「多くの情報から必

要な情報を抜き出し、処理する」「他者を

意識し、筋道を立てて説明する」力がつい

てきたようです。また、算数で学んだことを

生活の中でいかしていく習慣をつけること

を意識して取り組んできた成果も表れたと

思われます。 

  

 

調べたことについて、資料を使ってスピーチをする 

自分の考えを主張する文章を書く 統計的な問題解決の方法を用いた考察 

日常の事象を数理的に捉え数学的に表現・処理すること 

【詳細について】 

（
問
題
文
省
略
） 



  

 

 

【成果のあった項目】 

 
 
 

 

   

 

 

 

 

  

 

    

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【課題が残った項目】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

 

 

 

 

（１）授業改善について 

        

 

 

 

 

 

 

（２）学習規律について 

 

 

 

 

 

 

（３）家庭学習について 

 

 

算数の授業で学習したことを普段の生活の中で

活用できないか考える 

（考察） 

学習においては、「算数の授業で、問題の解き方や考え方が分

かるようにノートに書いている」の肯定的回答が 90％を超えまし

た。これは、「主体的・対話的で深い学び」に向けての授業改善に

よって自分の考え方や解き方をノートに記述したり説明したりする

ことを意識した本校での取り組み、指導の効果の表れであると考

えます。また、「算数の授業の内容がよく分かる」とする児童の割

合が全国平均を上回っていることからも、取り組みの成果がうか

がえます。 

昨年は、コロナ感染症への不安から対話的な学びに制限がか

かる中、新しく ICT を使用した意見交流の仕方を模索し、実践し

てきました。そのため、授業での ICT活用の頻度が全国平均を大

きく上回る結果となりました。今後は、自主学習や家庭学習での

活用の推進にも力を入れ、取り組んでいきたいと考えます。 

（考察） 

以前から課題のあった、「算数の授業で学習したことを普段

の生活の中で活用できないか考える」の肯定的回答が 70％

を超えるようになってきました。今後も引き続き、学校と家庭が

協力して、学んだことを生活の中でいかしていく習慣をつけて

いけるよう取り組みたいと思います。 

また、「自分で計画を立てて勉強している」「学校の授業以

外に、普段（月～金）１日あたり１時間以上勉強をする」の項目

で、肯定的回答率が下がってきている現状から、児童が興味・

関心を持って学習に取り組めるよう支援をしていく必要性が示

唆されました。家庭学習ではご家庭での声掛けが大きな助け

となります。引き続きのご支援をよろしくお願いします。 

分析結果を踏まえて今年度中に取り組んでいくこと 

 

質問紙に関する調査 
※帯グラフは、左から「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」「どちらかといえば当て 

はまらない」「当てはまらない」を示しています。 

※折れ線グラフは、「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」の合計数値となっています。 

※無回答があるため、帯グラフの合計数値は 100 にならない場合もあります。 

本校 

全国 

算数の授業の内容はよく分かる 
算数の授業で、問題の解き方や考え方が分かるように

ノートなどに書いている 

学校で、コンピュータなどの ICT 機器を、友達との

意見交換等にどの程度使用したか 

自分で計画を立てて勉強している 
学校の授業以外に、普段（月～金）１日あたり

１時間以上勉強をする 

Hirakata 授業スタンダードに基づいた「主体的・対話的で深い学び」に向けて知識・技能の習得(input)と自分

の考え方や解き方の説明や記述(output)を意識した授業改善を進めていきます。 

本校では、学力向上の観点から個別指導の充実を目指しています。昼休み、個人懇談期間の放課後に個別指導

を行い、「みんながわかる。みんなができる。」を実現していきます。 

ICTを活用した授業改善に取り組みます。考えを共有する、協働して問題解決を図る、学習を振り返るなど授業の

中での ICT活用を進めることで、より深い学びにつなげていきます。 

 チーム蹉跎西小学校として全職員で指導方法を共有し、「枚方スタンダード」の定着を目指します。児童が落ち着

いて授業ができる環境を整え、授業に集中できるよう取り組んでいきます。 

 また、朝学習では曜日を指定して、算数の基礎計算・漢字学習・読書・外国語学習を学校として統一して行うこと

で、基礎から応用へ統合的に学力をつけていく習慣をつけていきます。 

 「家庭学習の手引き」に基づき、宿題の定着を引き続き図っていきます。各ご家庭でのご理解、ご協力をよろしくお

願いします。 

 本校では「自主的に学ぶ力の育成」を重点目標の１つに、学力向上の取り組みを進めています。昨年度同様、自学

自習に 3 年生～6 年生で取り組み、学年が上がるにつれて学習の質が上がるように指導しているところです。また、

タブレットドリルの活用を進め、基礎的な知識・技能の定着を行います。さらに、今年度も放課後自習教室「やる気ン

グ」を行い、自習力を推進していきます。 


